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基準５ 教育内容及び方法 

（１）観点ごとの分析 

＜準学士課程＞ 

観点５－１－①： 教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置され，教育課程が体系

的に編成されているか。また，授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に

沿って，教育の目的を達成するために適切なものとなっているか。 

 

（観点に係る状況）  

平成 23 年度第１学年在学の学生に適用の教育課程表を（資料５－１－①－１～６）に示す。それを

基に整理した（資料５－１－①－７）で示すように，低学年で一般科目が多く高学年で専門科目の割合

が増える楔形に科目の配置がなされている。低学年では一般科目を通じて，幅広い教養と人間性の育成，

そして専門科目の教科を学ぶに必要な基礎学力を身に付けさせ，学年の進行とともに工学技術の専門的

知識とそれを創造的に活用する能力を育成するよう編成している。教育課程表を見てわかるように，実

験，実習，演習科目は必修科目とし，学年の進行に伴い継続的に受講するよう多くが組まれている。工

学の基礎となる主要な科目は必修科目としている。 

 本校の教育目標（資料５－１－①－８）及び各学科の教育目的と概要（資料５－１－①－９～14）を

踏まえて，各学科の授業科目は系統的に配備され（資料５－１－①－15～20），５つの教育目標をバラ

ンスよく習得できるよう考慮している。卒業研究は５つの教育目標を達成する総合的科目として全学科

で位置づけている。各科目の教育目標は科目系統図（資料５－１－①－15～20）に基づいて設定され，

その教育目標が達成できるように授業内容が組まれシラバス（後出資料５－２－②－２～５）に記載し

実施している。 

平成23年度行事予定表（資料５－１－①－21）中の白色の欄は通常授業実施日，赤色の欄は曜日振替

日，青色の欄が定期試験日，黄色の欄が休業日，灰色の欄が補講及び補習等である。 
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資料５－１－①－１ 

一般科目一覧 
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資料５－１－①－１続き 

 

（出典 平成23年度学生便覧） 
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資料５－１－①－２ 

機械工学科の授業科目一覧 
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資料５－１－①－２ 続き 

 
（出典 平成23年度学生便覧） 
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資料５－１－①－３ 

電気電子工学科の授業科目一覧 
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資料５－１－①－３ 続き 

 

（出典 平成23年度学生便覧） 
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資料５－１－①－４  

電子制御工学科の授業科目一覧 
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資料５－１－①－４ 続き 

 

（出典 平成23年度学生便覧） 

 



沼津工業高等専門学校 基準５ 

156 

資料５－１－①－５  

 制御情報工学科の授業科目一覧 
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資料５－１－①－５ 続き 

 

（出典 平成23年度学生便覧） 
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資料５－１－①－６ 

物質工学科の授業科目一覧 
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資料５－１－①－６ 続き 

 

（出典 平成23年度学生便覧） 
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資料５－１－①－７ 

 

一般科目と専門科目の単位数と，総単位数に対する一般科目または専門科目の比率 

 

 

 機械工学科 

学年 
一般科目 専門科目 

必修 選択 比率 % 必修 選択 比率 % 

1 年 24 2 74．3  9 0 25．7  

2 年 21 2 67．6  7 4 32．4  

3 年 18 0 52．9  11 5 47．1  

4 年 6 2 22．2  27 1 77．8  

5 年 2 4 17．1  15 14 82．9  

       

       

 電気電子工学科 

学年 
一般科目 専門科目 

必修 選択 比率 % 必修 選択 比率 % 

1 年 24 2 74．3  9 0 25．7  

2 年 21 2 65．7  12 0 34．3  

3 年 18 0 51．4  16 1 48．6  

4 年 6 2 21．6  21 8 78．4  

5 年 2 4 17．1  16 13 82．9  

       

       

 電子制御工学科 

学年 
一般科目 専門科目 

必修 選択 比率 % 必修 選択 比率 % 

1 年 24 2 76．5  8 0 23．5  

2 年 21 2 67．6  11 0 32．4  

3 年 18 0 50．0  17 1 50．0  

4 年 6 2 22．9  25 2 77．1  

5 年 2 4 17.1  17 12 82.9  
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資料５－１－①－７ 続き 

 

 制御情報工学科 

学年 
一般科目 専門科目 

必修 選択 比率 % 必修 選択 比率 % 

1 年 24 2 76．5 8 0 23．5 

2 年 21 2 69．7 10 0 30．3 

3 年 18 0 51．4 17 0 48．6 

4 年 6 2 22．2 28 0 77．8 

5 年 2 4 15．4 12 21 84．6 

       

 物質工学科 

学年 
一般科目 専門科目 

必修 選択 比率 必修 選択 比率 % 

1 年 27 2 85．3 5 0 14．7 

2 年 20 0 60．6 13 0 39．4 

3 年 19 0 51．4 18 0 48．6 

4 年 6 2 21．6 25 4 78．4 

5 年 2 4 18．2 23 4 81．8 

 

（出典 平成23年度学生便覧より集計） 
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資料５－１－①－８ 

 教育理念、教育目的、学習・教育目標、養成すべき人材 

 

 

（出典 平成23年度学生便覧 表紙裏） 

 

資料５－１－①－９ 

 教養科の教育目的と概要 

 

（出典 平成23年度学生便覧） 
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資料５－１－①－10 

機械工学科の教育目的と概要 

 

 

（出典 平成23年度学生便覧） 

 

資料５－１－①－11 

電気電子工学科の教育目的と概要 

 

 

（出典 平成23年度学生便覧） 
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資料５－１－①－12 

 電子制御工学科の教育目的と概要 

       
（出典 平成23年度学生便覧） 

 

資料５－１－①－13 

制御情報工学科の教育目的と概要 

 

（出典 平成23年度学生便覧） 
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資料５－１－①－14 

物質工学科の教育目的と概要 

    

 

（出典 平成23年度学生便覧） 
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資料５－１－①－15 

一般科目の教育課程の体系性と科目系統図 

 
（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料５－１－①－16  

機械工学科の教育課程の体系性と科目系統図 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料５－１－①－17 

電気電子工学科の教育課程の体系性と科目系統図 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料５－１－①－18 

電子制御工学科の教育課程の体系性と科目系統図 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料５－１－①－19  

制御情報工学科の教育課程の体系性と科目系統図 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料５－１－①－20 

物質工学科の教育課程の体系性と科目系統図 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料５－１－①－21 

平成23年度行事予定表 

 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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（分析結果とその根拠理由） 

低学年で一般科目が多く高学年で専門科目の割合が増える楔形に授業科目を配置し，本校の学習・教

育目標及び各学科の教育目的を踏まえて，各学科等の科目系統図が作成され，体系的に教育課程が編成

されている。各科目の授業内容は，教育課程の編成の主旨に沿って計画され，教育の目的を達成するた

めに適切なものとなっている。 
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観点５－１－②： 教育課程の編成又は授業科目の内容において，学生の多様なニーズ，学術の発展の

動向，社会からの要請等に配慮しているか。 

 

（観点に係る状況）  

学生の多様なニーズに対応して，一部の専門学科では他学科の授業科目の履修を認めている。制御情

報工学科５年の学生が電子制御工学科の工業熱力学を履修し（資料５－１－②－１，２），電子制御工

学科５年の学生が，制御情報工学科の計算機シミュレーションを履修し（資料５－１－②－２），選択

履修の幅を広げた。また５年生の科目である法学と経済の両科目を選択できるようにした（資料５－１

－②－１，２）。社会の要請に応える目的で平成24年より学際教育カリキュラムを導入する（資料５－

１－②－３，４）。 

資料５－１－②－１ 

平成23年度前期時間割 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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資料５－１－②－２ 

平成23年度後期時間割 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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資料５－１－②－２続き 

時間割の凡例 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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資料５－１－②－３ 

 学際教育カリキュラム概念図 

 

（出典 学際教育検討ＷＧ作成資料） 

 

資料５－１－②－４ 

学科横断型の学際教育カリキュラム概念図 

 

（出典 学際教育検討ＷＧ作成資料） 

＜学際分野＞ 

・ 医療・福祉分野 

・ 環境・エネルギー分野 

・ 新機能材料分野 

 

学際科目修得の学年進

行に伴い教育課程を見

直す 

共通実験・実習（混合学級） 
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企業技術者（資料５－１－②－５）を講師に招き，１年生から５年生を対象にして，ものづくりステ

ップ・アップ実践プログラム（資料５－１－②－６）を実施し，実社会のものづくりを多角的に学んだ。

この報告書（資料５－１－②－７）にあるように，１年生から３年生対象の授業を各学年の学生全員が

受講し，４年生の機械工学科の学生が機械設計製図を受けた。さらに，４年生の希望者がインターンシ

ップ（後出資料５－２－③－26），先端技術講座およびキャリアアップ講座を受け，５年生の希望者が

企業と生産活動，知的財産権の授業を受講した。さらに，就職活動によるビジネスマナー研修会（資料

５－１－②－８）を開催し，３年生から専攻科学生までが参加して，ビジネスマナーとコミュニケーシ

ョンの能力を養った。 

資料５－１－②－５ 

 ものづくりステップ・アップ実践プログラムの授業 
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資料５－１－②－５ 続き 

 
（出典 平成 22 年度 ものづくりステップ・アップ実践プログラム 成果報告書） 
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資料５－１－②－６ 

 ものづくりステップ・アップ実践プログラム 

 
（出典 平成 22 年度 ものづくりステップ・アップ実践プログラム 成果報告書） 
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資料５－１－②－７ 

ものづくりステップ・アップ実践プログラム 

 
 

（出典 平成 22 年度 ものづくりステップ・アップ実践プログラム 成果報告書） 
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資料５－１－②－８ 

 ビジネスマナー研修会 

 

（出典 学生課作成資料） 

 

 教育課程において継続して英語の授業科目を学び，加えて選択外国語やドイツ語演習の科目を選択し，

外国語の伝達と読解の基礎能力育成することができるよう配慮している。さらに，社会から求められる

語学力を WG で検討し（資料５－１－②－９），英語授業の目標及び概要（資料５－１－②－10）をまと

め，教育内容を改善した。TOEIC IP テストの実施データ集計資料（資料５－１－②－11）をもとにして，

スコアを分析するとともに，TOEIC IP テストの取り組みに関する報告（資料５－１－②－12）をしてい

る。さらに団体受験による TOEIC 公開テストの申し込み等を担当する教員を定めて，学生に積極的に受

験するように活動している。 

授業に加えて学生は英語科のe-learning教材であるCOCET3300とALCNetAcademy2（資料５－１－②－

13）を活用している。さらに，技能審査の合格に単位修得（資料５－１－②－14）を認めており，工業

英語能力検定やTOEICの単位認定をしている。 

このほかに学内スピーチコンテスト（資料５－１－②－15）を開催し，成績優秀者は東海北陸地区大

会に出場している。留学生が第19回英語＆日本語スピーチコンテスト（資料５－１－②－16）で優秀な

成績を収めている。第４回全国大会英語プレゼンテーションコンテストに４年生が３名参加した。平成

22年度は「イギリス語学研修＆異文化体験」を実施し（資料５－１－②－17），語学学校のサマープロ

グラム研修に参加している。 
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資料５－１－②－９ 

 英語教育の改善 

 

（出典 英語教育改善WG委員会報告） 
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資料５－１－②－10 

 各英語授業の目標及び概要 

 
（出典 英語教育改善WG委員会報告） 
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資料５－１－②－11 

 TOEIC IPテスト実施データ 

 

（出典 学生課資料） 

 

資料５－１－②－12 

TOEIC IPテスト実施報告 
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資料５－１－②－12 続き 

 

 

（出典 本校高専だより96号） 
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資料５－１－②－13 

 

英語科のe-learning教材 ALCNetAcademy2 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 

 

 

資料５－１－②－14 

 技能審査の単位修得の認定 
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資料５－１－②－14 続き 

 
（出典 平成23年度学生便覧） 
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資料５－１－②－15 

 校内スピーチコンテスト 

 

（出典 本校学内メール） 

 

資料５－１－②－16 

 英語と日本語スピーチコンテスト 

 

（出典 本校学内メール） 
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資料５－１－②－17 

英国語学研修＆異文化体験プログラム 

 

 

（出典 英国語学研修＆異文化体験プログラム 最終報告書） 
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学生の実践的英語のコミュニケーション能力と国際感覚の向上を図るねらいで，平成 22 年度にはス

ピーチコンテストへの出場学生とイギリス語学研修への参加学生に対し英語を母国語をとする外国人

講師を非常勤で依頼し指導を受ける計画（資料５－１－②－18）を作成し実行した。同様に，プレゼン

テーションコンテストに出場する学生も同講師の指導を受けた（資料５－１－②－19）。平成23年度は，

高専機構から募集のあった「英語（外国人）による専門教育」に対して授業企画を応募し採択された（資

料５－１－②－20）。 

 

資料５－１－②－18 

英語ネイティブ講師の活用計画 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－１－②－19 

 全国高等専門学校英語プレゼンテーションコンテストの指導実績 

 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－１－②－20 

 外国人講師による専門授業 

 

（出典 教務主事資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

授業科目の選択の幅を広げるとともに，企業技術者を活用した共同教育によるものづくりステッ

プ・アップ実践プログラムの実施，キャリア教育の導入，英語によるコミュニケーション能力と国際

感覚の育成を配慮した取組み，そして社会の要請に応え平成24年度より学際教育カリキュラムの導入

を計画していること等により，学生の多様なニーズ，学術の発展の動向，社会からの要請等に配慮し

ている。 

 

 

観点５－２－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適切 

であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされているか。 

 

（観点に係る状況）  

 工学技術の専門的知識を創造的に活用できる能力に結びつけるように，全ての学科の教育課程におい

て，実験・実習・演習を重視し，全学年に渡り座学と実験・実習・演習をバランスよく配置している（資

料５－２－①－１）。自ら考え行動できる実践的な技術者を育成する目的で，全学科で PBL 型授業を実

施している（後出資料５－２－③－１～16）。一般科目の授業でも物理実験（資料５－２－①－２，３）

で PBL 型授業を取り入れ，発表会には専門学科教員が参加して学生にコメントするなどしている。５

学年では，教員一人当り４～５名の学生を担当し少人数教育で卒業研究の指導をしている。卒業研究は

本校教育目標の全てを包含する総合的科目と位置付けている（資料５－２－①－４）。 

 それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法について各科目担当教員が工夫しており，平成 21 年

度と 22 年度にその情報を収集して本校学内限定ウェブページに掲載し，全教員が情報共有できるよう

にした（資料５－２－①－５）。その他，具体例として少人数による演習（資料５－２－①－６，７），

複数教員によるチームティーチング（資料５－２－①－８）など工夫がなされている。 
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資料５－２－①－１ 

５学科の講義・演習・実験実習の構成割合 

 

 

 

 

 

 

 

学外実習，留学生・編入生の科目を除く 

一般科目を除く 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成23年度学生便覧 教育課程より集計） 
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資料５－２－①－２ 

シラバス（物理実験） 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料５－２－①－３ 

物理実験の配布資料 
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資料５－２－①－３ 続き 

 

（出典 本校授業の配布資料） 



沼津工業高等専門学校 基準５ 

199 

資料５－２－①－４ 

シラバス（機械工学科の卒業研究） 

 



沼津工業高等専門学校 基準５ 

200 

資料５－２－①－４続き 
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資料５－２－①－４続き 

 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料５－２－①－５ 

 新しい教育方法の試み、効果的な取り組みの事例 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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資料５－２－①－６ 

シラバス（制御情報工学科のプログラミング演習Ⅲ） 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料５－２－①－７ 

シラバス（制御情報工学科のメカトロニクス演習Ⅲ） 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料５－２－①－８ 

シラバス（機械工学科の機械設計製図Ⅳ） 
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資料５－２－①－８続き 

 
（出典 本校公式ウェブサイト） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 本校の準学士課程の教育目的である，豊かな人間性を備え，社会の要請に応じて工学技術の専門性を

創造的に活用できる技術者の育成のために，講義，演習，実験，実習をバランスよく配置し，PBL型授

業の導入，少人数教育や複数教員によるチームティーチング等，各授業において学習方法の工夫が行わ

れている。 
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観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，教

育方法や内容，達成目標と評価方法の明示等，内容が適切に整備され，活用されて

いるか。 

 

（観点に係る状況）  

教務主事からのシラバスの作成依頼（資料５－２－②－１）が常勤教員と非常勤教員にあり，各学科

の学科長と教務主事補・教務委員が作成されたシラバスの内容を確認して，ホームページにアップする。

１年～３年生の教科ためのシラバスの様式と，JABEE認定に対応する４年～５年のシラバスの様式があ

り（資料５－２－②－２，３），それに従いすべての科目について作成されている。１年生のシラバス

（資料５－２－②－４）と４年生のシラバス（資料５－２－②－５）を例示する。授業の開始時には担

当教員が科目のガイダンスを実施しているが，シラバスを学生に提示またはハンドアウトしてこれを用

いて，授業のあらましを説明している。学生は授業進捗や評価方法を参照し受講に役立てるとともに，

授業の教育目標を確認してGPAによる自己評価のために用いている。 

 

資料５－２－②－１ 

シラバスの原稿執筆の依頼 
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資料５－２－②－１続き 

 

（出典 本校学内メール） 

 

 

資料５－２－②－２ 

シラバスの様式（1年生から3年生） 

 

（出典 学生課作成資料） 
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資料５－２－②－３ 

シラバスの様式（４年生と５年生） 

 

（出典 学生課作成資料） 
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                           資料５－２－②－４ 

 シラバス（数学AⅠ） 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料５－２－②－５ 

シラバス（電気電子機器） 
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                         資料５－２－②－５続き 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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平成22年度においてシラバスの活用状況を学生と教職員にアンケート（資料５－２－②－６，７）調

査し，結果（資料５－２－②－８～13）を集計した。多くの準学士課程の学生が科目の選択，成績の評

価方法や評価基準を知ることにシラバスを利用しているが，授業の予習に役立つよう活用している割合

は低い。教員の回答（資料５－２－②－11～13）からわかるように，教員は学生に授業目的，授業計画

および評価方法と基準を知らせるためによく利用している。 

資料５－２－②－６ 

アンケート質問用紙（準学士課程の学生用） 

 

 

（出典 平成22年度実施アンケート調査資料） 
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資料５－２－②－７ 

アンケート質問用紙（教職員用） 

 

 

（出典 平成22年度実施アンケート調査資料） 
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資料５－２－②－７続き 

 
 

（出典 平成22年度実施アンケート調査資料） 
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資料５－２－②－８ 

アンケート集計結果 

 

（出典 平成22年度実施アンケート調査資料） 
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資料５－２－②－９ 

学生の回答 

 

 

 

 

（出典 平成22年度実施アンケート調査資料より作成） 
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資料５－２－②－10 

アンケート集計結果 

 

 

（出典 平成22年度実施アンケート調査資料） 
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資料５－２－②－11 

教員の回答  

常勤教員 

 

非常勤教員 

 

（出典 平成22年度実施アンケート調査資料より作成） 

 

資料５－２－②－12 

常勤教員の回答 

 

（出典 平成22年度実施アンケート調査資料より作成） 
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資料５－２－②－13 

非常勤教員の回答 

 

（出典 平成22年度実施アンケート調査資料より作成） 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

教育課程の編成の主旨に沿って全教科目についてシラバスが作成され，準備学習，学習・教育目

標，教育方法や内容，達成目標と評価方法等が明示されている。アンケート調査結果によれば，教

員及び学生にシラバスは活用されている。 
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観点５－２－③： 創造性を育む教育方法の工夫が図られているか。また，インターンシップの活用

が図られているか。 

 

（観点に係る状況）  

 機械工学科の５年生の機械設計製図Ⅴ（資料５－２－③－１）では，NC工作機械の送り駆動系（資料

５－２－③－２）の設計を行っている。配布資料（資料５－２－③－３）と部品カタログを参考にして，

計算書（資料５－２－③－４）を作成する。各学生の設計仕様が異なる値（資料５－２－③－５）が与

えられるため，計画図と手配図面はすべて異なる。 

 電気電子工学科４年生の電気電子工学実験Ⅳ（資料５－２－③－６）の前期には，グループ作業によ

り電気回路の設計・製作を行っている。この成果は本校研究報告書に報告されている（資料５－２－③

－７）。 

 電子制御工学科の４年生で学ぶ電子機械設計・製作Ⅱ（資料５－２－③－８）では，自律移動ロボッ

トMIRSの製作（資料５－２－③－９）がグループで行われ，競技形式で成果の発表を行う。学生は報告

書（資料５－２－③－10）をまとめて，ウェブサイトで公表している。 

制御情報工学科の４年生で学ぶ創造設計（資料５－２－③－11）では，低学年で学んだソフトウェア

とハードウェアの知識と技術を基にして，グループ作業でコンピュータを応用した複合機器システムを

企画・立案し，設計・製作ののちにデモンストレーションを行う（資料５－２－③－12）。発表会で成

果（資料５－２－③－13，14）が発表される。 

物資工学科１年生の物質工学入門（資料５－２－③－15）では，化学電池の製作（資料５－２－③－

16）など６つのテーマを実施している。 

以上のように全ての学科でPBL型の授業により創造力を育む教育方法が工夫されている。 
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資料５－２－③－１ 

 シラバス（機械設計製図Ⅴ） 
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資料５－２－③－１ 続き 

 
（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料５－２－③－２ 

 NC工作機械の送り駆動系 

 

 

 

 

            

 

(出典 機械工学科作成授業資料)  
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資料５－２－③－３ 

 設計製図の日程，仕様書，説明書等 

 

(出典 機械工学科作成授業資料) 

 

資料５－２－③－４ 

設計仕様書 

 

 (出典 機械工学科作成授業資料) 
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資料５－２－③－５ 

設計製図仕様書 

 

 

 

(出典 機械工学科作成授業資料)  
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資料５－２－③－６ 

シラバス（電気電子工学実験） 
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資料５－２－③－６ 続き 
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資料５－２－③－６ 続き 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 



沼津工業高等専門学校 基準５ 

231 

資料５－２－③－７ 

電気電子工学科の授業成果報告 

 

（出典 本校研究報告第45号） 
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資料５－２－③－８ 

シラバス（電子機械設計・製作Ⅱ） 
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資料５－２－③－８ 続き 

 
 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料５－２－③－９ 

電子制御工学科の授業（MIRS競技会） 

 

 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料５－２－③－10 

電子制御工学科の授業完了報告書 

 

 

（出典 本校公式ウェブサイト）
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資料５－２－③－10 続き 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 



沼津工業高等専門学校 基準５ 

237 

資料５－２－③－11 

 シラバス（創造設計） 
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資料５－２－③－11 続き 

 

   

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料５－２－③－12 

授業予定表 

 

(出典 制御情報工学科作成授業資料) 
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資料５－２－③－13 

創造設計成果発表会プログラム 

 

(出典 制御情報工学科作成授業資料)  
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資料５－２－③－14 

 創造設計発表会資料 

 

(出典 制御情報工学科授業レポート)  
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資料５－２－③－15 

シラバス（物質工学入門） 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料５－２－③－16 

学生の報告書 

 

 

 

（出典 物質工学科授業レポート） 
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 各学科は学外実習の科目を４年生と５年生に設けて（電子制御工学科は３年生にも有り）インターン

シップを実施している。学外実習規程（資料５－２－③－17）と学外実習学生心得（資料５－２－③－

18）に基づいた指導の下に，積極的にインターンシップに参加させている。インターンシップ募集の情

報（資料５－２－③－19）はウェブサイトに提示し，学生が最新の情報を得て計画することができる。

平成23年度インターンシップの受け入れ（資料５－２－③－20）が始められている。平成22年度の派遣

実績（資料５－２－③－21）は４年生の夏季に多数ある。受け入れ企業では，実習日誌（資料５－２－

③－22）を作成するとともに証明書（資料５－２－③－23）を本校に提出する。学生は報告書（資料５

－２－③－24）を作成し，実習内容を企業で発表する。進級判定会議資料からまとめた単位認定実績（資

料５－２－③－25）からわかるように，多くの学生が評価Aを得ている。平成22年度のインターンシッ

プの担当教員による報告書（資料５－２－③－26）に，参加学生数の推移，受け入れ企業からのアンケ

ート結果，学生からのアンケート結果がまとめられている。 

 

資料５－２－③－17 

 学外実習規程 
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資料５－２－③－17 続き 

 
（出典 平成23年度学生便覧） 

 

 

資料５－２－③－18 

 学外実習の心得 

 

 



沼津工業高等専門学校 基準５ 

246 

資料５－２－③－18 続き 

 

（出典 平成23年度学生便覧） 
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資料５－２－③－19 

平成23年度インターンシップ募集案内 

 

 
（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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資料５－２－③－20 

平成23年度インターンシップ受け入れ予定 

 

 

 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－２－③－21 

平成22年度インターンシップ実施成果 

 
実習期間

機
械

電
気

電
子

制
御

物
質

機
械

電
気

電
子

制
御

物
質 から まで 1週間 2週間

1 東京工業大学 8月16日 8月27日 ○

2 文部科学省

3 株式会社アルバック

4 富士鋼業株式会社 ○ 8月18日 8月28日 ○

5 山梨大学 ○ 8月23日 8月27日 ○

8月2日
8月23日

8月6日
8月27日

○

6 豊橋技術科学大学 ○

○ 8月9日 8月13日 ○

○ 8月23日 8月27日 ○

7 キャノン株式会社 ○ 8月23日 8月27日 ○

8 株式会社
エム・システム技研

9 長岡技術科学大学

10 財団法人
海外貿易開発協会

8月2日 8月21日

株式会社
タイショー技研

11 矢崎総業株式会社
　技術研究所

○ 7月26日 8月6日 ○

12 富士電機システムズ
株式会社

13 静岡県経営者協会からの
紹介企業

14 三菱電機ﾋﾞﾙﾃｸﾉｻｰﾋﾞｽ
株式会社

○ 8月16日 8月27日 ○

○ 8月16日 8月27日 ○

15 ピクシブ株式会社 ○

16 花王株式会社 ○ 8月24日 9月3日

17 トヨタテクニカルディベ
ロップメント株式会社

8月16日 8月27日

8月16日 8月27日

8月16日 8月27日 ○

18 大阪ガス株式会社 7月21日 7月29日

19 高畑精工株式会社 7月25日 8月7日 ○

20 アイフォーコム
株式会社

8月23日 9月3日

21 東日本旅客鉄道
株式会社

22 千葉大学
工学部長　野口　博

23 いすゞエンジニアリング
株式会社

8月16日 8月27日

24 株式会社
マルハニチロ食品

25 矢崎総業株式会社 8月16日 8月27日 ○

26 サンリツオートメイショ
ン株式会社

27 日本たばこ産業
株式会社東海工場

○ 7月26日 7月30日 ○

○ 7月26日 7月30日 ○

28 日本原子力発電
株式会社

○ 8月9日 8月13日 ○

7月26日 8月6日 ○

7月26日 8月6日 ○

29 旭化成株式会社 ○ 8月2日 8月6日 ○

○ 8月2日 8月6日 ○

○ 8月2日 8月6日 ○

30 マイクロソフト

31 中外製薬工業株式会社 ○ 8月2日 8月6日 ○

32 明電システムテクノロ
ジー 株式会社

7月29日 8月11日 ○

7月29日 8月11日 ○

33 第一三共プロファーマ株
式会社

○ 8月2日 8月6日 ○

34 ｿﾆｰｲｰｴﾑｼｰｴｽ
株式会社 湖西ﾃｯｸ

8月16日 8月27日

35 株式会社
ＮＴＴネオメイト

7月26日 8月6日 ○

○ 7月26日 8月6日 ○

7月26日 8月6日 ○

36 ドコモエンジニアリング
東海株式会社

○ 7月26日 7月30日 ○

37 メタウォーター
株式会社

7月26日 8月6日 ○

38 セイコーエプソン
株式会社

39 日本食品化工株式会社
富士工場

8月16日 8月20日 ○

40 サントリーホールディン
グス株式会社

○ 8月15日 8月19日 ○

○ 8月15日 8月19日 ○

5年生4年生
企業・機関　名称番号
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資料５－２－③－21 続き 

 
実習期間

機
械

電
気

電
子

制
御

物
質

機
械

電
気

電
子

制
御

物
質 から まで 1週間 2週間

41 ＮＴＴｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ
株式会社

○

42 日本アイ･ビー･エム
株式会社

43 ｿﾆｰﾃﾞｼﾞﾀﾙﾈｯﾄﾜｰｸｱﾌﾟﾘｹｰｼｮ
ﾝｽﾞ株式会社

○ 8月16日 8月27日 ○

44 フロイント産業
株式会社

8月9日 8月13日 ○

45 Ｊ－ＰＯＷＥＲ
グループ

46 チッソ石油化学
株式会社

○ 8月16日 8月27日 ○

47 東洋インキ製造株式会社 8月23日 8月27日

48 東京電力株式会社

49 協和発酵キリン
株式会社

○ 8月2日 8月6日 ○

50 株式会社リコー
沼津事業所

○ 8月16日 8月20日

○ 7月26日 7月30日 ○

51 オリンパステルモバイオ
マテリアル株式会社

○ 8月2日 8月6日 ○

52 富士通株式会社 ○ 8月1日 8月6日 ○

○ 8月1日 8月6日 ○

53 中部電力株式会社 ○ 8月9日 8月13日 ○

○ 8月9日 8月13日 ○

○ 8月9日 8月13日 ○

54 イハラニッケイ化学工業
株式会社

○ 8月23日 8月27日 ○

55 キリンディステラリー株
式会社

8月16日 8月27日

56 ダイキン工業株式会社

57 ぬまづ産業振興プラザ ○ 7月27日 8月13日

○ 7月27日 8月11日

○ 7月31日 8月17日

○ 7月23日 8月23日

○ 7月23日 8月23日

○ 7月23日 8月23日

○ 7月23日 8月23日

○ 7月23日 8月23日

○ 7月23日 8月23日

○ 7月27日 8月18日 ○

○ 7月27日 8月18日 ○

8月2日 8月13日

58 株式会社
エッチ・ケー・エス

○ 8月23日 8月27日 ○

○ 8月23日 8月27日 ○

59 有限会社共栄技研 ○ 8月23日 8月27日 ○

60 中日本高速道路
株式会社

61 川研ファインケミカル株
式会社

○ 8月2日 8月6日 ○

62 東燃ゼネラル石油株式会
社/東燃化学株式会社

○ 8月17日 8月27日

63 株式会社アッズーリ

64 ベックマン･コールター･
三島株式会社

8月23日 8月27日 ○

65 ＣＴＣテクノロジー
株式会社

○ 8月2日 8月6日 ○

5年生4年生
企業・機関　名称番号
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資料５－２－③－21 続き 

 
実習期間

機
械

電
気

電
子

制
御

物
質

機
械

電
気

電
子

制
御

物
質 から まで 1週間 2週間

66 自然科学研究機構
核融合科学研究所

○ 8月23日 8月27日 ○

○ 8月23日 8月27日 ○

67 東邦化工建設（株） 7月28日 8月10日 ○

68 静岡大学工学部 8月18日 8月31日 ○

8月16日 8月27日 ○

8月16日 8月27日 ○

69 株式会社ヤクルト本社 富
士裾野工場

○ 8月23日 8月27日 ○

○ 8月23日 8月27日 ○

70 株式会社小松製作所 7月28日 8月10日 ○

71 函南東部農業協同組合 ○ 8月2日 8月13日 ○

72 コンティネンタル･オート
モーティブ株式会社

8月18日 8月31日 ○

73 牧之原市

74 株式会社
電業社機械製作所

8月2日 8月12日

75 東レ株式会社
三島工場

○ 8月23日 8月27日

76 株式会社
中外医科学研究所

8月16日 8月27日

77 ベックマン･コールター･
バイオメディカル株式会
社

○ 8月23日 8月27日 ○

78 エミック株式会社 8月18日 8月31日 ○

79 東芝機械株式会社
本社工場

8月18日 8月31日 ○

80 株式会社
エフ・シー・シー

○ 8月23日 9月10日 ○

81 ＮＳＫワーナー
株式会社

○ 8月16日 8月27日 ○

82 臼井国際産業株式会社 ○ 7月26日 8月6日 ○

83 非電化工房 ○ 7月26日 8月6日 ○

84 大塚製薬株式会社 ○ 7月26日 7月30日 ○

85 関東自動車工業株式会社 ○ 8月23日 9月3日 ○

86 御殿場テトラパック合同
会社

8月2日 8月13日 ○

8月2日 8月13日 ○

87 株式会社日本防振工業 7月26日 8月6日 ○

88 JX日鉱日石エネルギー株
式会社

○ 8月23日 8月27日 ○

○ 8月23日 8月27日 ○

89 東芝テック株式会社 7月28日 8月10日 ○

90 新日本製鐵株式会社 ○ 7月26日 8月6日 ○

91 赤武エンジニアリング株
式会社

○ 8月2日 8月11日 ○

92 シチズンセイミツ株式会
社

○ 7月26日 8月6日 ○

93 東プレ株式会社 ○ 8月16日 8月27日 ○

94 学校法人静岡県自動車学
園
静岡県自動車学校沼津校

○ 8月2日 8月14日 ○

95 森永製菓株式会社
三島工場

○ 8月2日 8月12日 ○

96 株式会社ユニバンス ○ 8月17日 8月30日 ○

97 株式会社明電舎 ○ 8月2日 8月12日 ○

98 株式会社エステック 8月3日 8月17日 ○

99 奈良先端科学技術大学院
大学

8月2日 8月13日 ○

クラス別小計 19 14 6 10 17 0 0 0 0 1 8 28

学年別小計 66 7

合　　　計

5年生4年生

73

企業・機関　名称番号

 
 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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資料５－２－③－22 

インターンシップ実習日誌 

 
（出典 平成 22 年度学外実習授業資料） 

 

 

資料５－２－③－23 

 インターンシップ証明書 

 
（出典 平成 22 年度学外実習授業資料） 
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資料５－２－③－24 

実習レポート 

 
（出典 平成 22 年度学外実習授業資料） 

 

 

 

資料５－２－③－25 

学外実習の単位認定実績 

４年生 科目 
評価 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

機械工学科 学外実習Ⅰ,Ⅱ 8 8 2 0 

電気電子工学科 学外実習Ａ,Ｂ 13 0 0 0 

電子制御工学科 学外実習Ⅲ,Ⅳ 14 0 0 0 

制御情報工学科 学外実習Ａ,Ｂ 10 0 0 0 

物質工学科 学外実習Ⅰ,Ⅱ 16 1 0 0 

５年生 科目 
評価 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

機械工学科  学外実習Ⅰ,Ⅲ 0 0 0 0 

電気電子工学科  学外実習Ａ,Ｃ 0 0 0 0 

電子制御工学科 学外実習Ⅴ,Ⅵ 16 0 0 0 

制御情報工学科  学外実習Ａ,Ｃ 0 0 0 0 

物質工学科  学外実習Ⅲ,Ⅳ 0 0 0 0 

（出典 平成22年度進級判定会議資料より集計） 
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資料５－２－③－26 

インターンシップの実施報告 
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資料５－２－③－26 続き 

 

受け入れ企業からのアンケート結果 
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資料５－２－③－26 続き 

学生からのアンケート結果 

 

（出典 平成22年度ものづくりステップ・アップ実践プログラム成果報告書） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 全学科でPBL形の授業を展開し，創造力を育む教育方法の工夫を図っている。平成22年度インター

ンシップの報告書に述べられているように，インターンシップへの参加学生数は増加し，受け入れ企

業からの回答によると学生の取り組みは積極的で高い評価を得ている。また学生の満足度は高く，就

労体験ができ能力が向上したと感じている。 

 以上により，創造性を育む教育方法の工夫が図られ，インターンシップの活用が図られている。 

 

 

観点５－３－①： 教育課程の編成において，一般教育の充実や特別活動の実施等，豊かな人間性の

涵養が図られるよう配慮されているか。また，教育の目的に照らして，課外活動等において，豊かな

人間性の涵養が図られるよう配慮されているか。 

 

（観点に係る状況）  

 教育課程表の一般科目（前出資料５－１－①－１）に示すように，多くの一般科目を配置し，幅広い

教養と人間性の育成に配慮している。１～３学年に対しては，特別活動の時間を時間割に組み（資料５

－３－①－１，２），学級担任が中心となって計画的に運用している（資料５－３－①－３，４）。平成

22 年度までは３年生の合宿研修（資料５－３－①－５～７）は特別活動の一環として実施したが，平成

23 年度からは他学年の研修と同様に学校行事として実施することにした。種々の学校行事を通じても豊

かな人間性の涵養が図られている（後出資料５－３－①－13）。 

学生便覧の最初に「学生としての心構え」を明記し（資料５－３－①－８），豊かな人間性を養うよ

う学生に示し，学校行事，クラブ活動，寮生会活動及び学生活動等を通じて豊かな人間性の涵養を図る

よう配慮している。 
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資料５－３－①－１ 

平成23年度本校前期時間割

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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                            資料５－３－①－２ 

平成23年度本校後期時間割 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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                                                       資料５－３－①－３ 

物質工学科1年前期特別活動の実施報告書 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－３－①－４ 

物質工学科1年後期特別活動の実施報告書 

 

（出典 学生課資料） 



沼津工業高等専門学校 基準５ 

262 

資料５－３－①－５ 

平成22年度3年生合宿研修のしおり 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－３－①－６ 

教員による３年スキー合宿研修報告 

 

（出典  本校高専だより98号） 

 

資料５－３－①－７ 

学生による３年スキー合宿研修報告 

 

 

（出典  本校高専だより98号） 
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資料５－３－①－８ 

 

（出典 平成23年度学生便覧） 

 

 

３年生から５年生では１名の学級担任、１年生と２年生では学級担任と副担任が各１名付き（資料５

－３―①－９）、学級の運営と指導にあたっている。学級担任はレファレンスマニュアル（資料５－３

―①－10）によりその業務に従事している。このマニュアルは学級担任連絡会議にて配布され、教務主

事が説明している。学級担任は学生の状況を面談やQ-U評価（資料５－３―①－11）などで理解してい

る。さらに各学級には学級委員がいて、学生の諸活動の実施のリーダーとして活動するとともに、週番

が授業の連絡や教室内の清掃活動を行って、授業報告とともに日誌（前出資料３－２―①－４）に記し

担任に報告している。 

また学校全体において，学生主事を中心にして学生主事補と学生委員の教員が、役割を分担して学生

指導を行っている（資料５－３―①－12）。 
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資料５－３－①－９ 

学級担任と副担任 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料５－３－①－10 

 学級担任教員のためのリファレンスマニュアル 

 
（出典 教務係資料） 
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資料５－３－①－11 

 Q-U評価 

 

（出典 学生課資料） 

 

 

資料５－３－①－12 

 学生委員会 業務分担 

 

（出典 学生課資料） 
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平成23年度の学校行事の一覧（資料５－３―①－13）を示す。学生会が体育祭を企画・立案・実施（資

料５－３―①－14）する。平成22年度の体育祭について実行委員長が高専だよりに報告（資料５－３―

①－15）した。同様に，学生会が高専祭（資料５－３―①－16）を実施し、平成22年度の高専祭につい

て実行委員長が報告（資料５－３―①－17）した。また、秋に本校の卒業生を講師などに招き、文化講

演会を実施している（資料５－３―①－18）。 

 

                                               資料５－３－①－13 

 平成23年度学校行事  

 

（出典 学生課資料） 

 



沼津工業高等専門学校 基準５ 

269 

                 資料５－３－①－14 

 平成22年度 体育祭のしおり 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－３－①－15 

 実行委員長による体育祭の報告 

 

 

（出典  本校高専だより98号） 
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資料５－３－①－16 

平成22年度 高専祭のしおり  

 

 （出典 学生課資料） 
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資料５－３－①－17 

 実行委員長による高専祭の報告 

 

（出典  沼津工業高等専門学校 高専だより98号） 
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                             資料５－３－①－18 

平成 18 年度から 22年度に実施した文化講演会 

             

                      （出典 学生課資料より作成） 

 



沼津工業高等専門学校 基準５ 

274 

クラブ顧問の一覧（資料５－３－①－19）を示す。クラブの指導には，ルールの徹底と安全とを配慮

して１クラブに複数の顧問を配置している。また，技術的な指導者としてコーチ一(後出資料７－１－

⑤－５）を委嘱している。充実した顧問，コーチ陣の指導によりそれぞれの競技や活動を通じ，人間性

の涵養に努めている。クラブ活動の報告（資料５－３―①－20）を提出、または教員の指導時間を書面

に記入して学生課に報告している。また顧問教員がクラブ活動の安全を学生に説明している（資料５－

３―①－21）。 

各クラブは平成23年度東海地区国立高等専門学校体育大会（資料５－３－①－22）に参加する。平成

22年度東海地区国立高等専門学校体育大会に参加した学生は優秀な成績を得て，競技成績（資料５－３

－①－23）に示されており，高専だより（資料５－３－①－24～26）に報告されている。 

ロボコン部はロボットを製作して、高専ロボコン2010東海北陸地区大会に２つのチームで出場した。

ものづくりのよい活動の場に参画して，学生間の交流が図られている。 

平成22年開催の全国高等専門学校第21回プログラミングコンテストに自由部門で学生が７名，競技部

門で３名が参加して，競技部門で準々決勝に進出する成果を得た。第20回のコンテストでは自由部門で

優秀賞を得ている。 

                   資料５－３－①－19 

学生会・クラブ顧問教員  

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料５－３－①－20 

平成 22 年度クラブ活動実施報告表  

 

（出典 学生課資料） 

資料５－３－①－21 

クラブ活動安全対策等の手引き 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－３－①－22 

第 49 回東海地区高専体育大会派遣計画表 

 

（出典 学生課資料） 
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                          資料５－３－①－23 

第 48 回東海地区高専体育大会競技成績 

 

 

（出典 学生課資料） 

 

資料５－３－①－24 

第 48 回東海地区高専体育大会競技成績 

 

 

（出典 本校高専だより98号） 
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資料５－３－①－25 

第48回東海地区高専体育大会競技成績 

 

（出典  本校高専だより98号） 

 

 

資料５－３－①－26 

 学生による第 48回東海地区高専体育大会の報告 

 

（出典  本校高専だより98号） 
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学生会は学生会会則（資料５－３―①－27）に従い組織され，定例会議構成及び関係図（資料５－３

―①－28）に則って組織的に活動が行われている。平成 23年度の学生会の役員（資料５－３―①－29）

では高学年の学生が中心となり，活発に活動している。学生会には２名の顧問教員を配置し（資料５－

３－①－12），運営に関わる諸問題への相談に応じると同時に，安全と倫理面からの指導にも当たって

いる。 

 

資料５－３－①－27 

学生会会則 

 

（出典 平成23年度学生便覧） 
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資料５－３－①－28 

 学生会組織図 

 

（出典 平成23年度学生便覧） 
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資料５－３－①－29 

学生会定例会議構成及び関係図 

 

（出典 平成23年度学生便覧） 
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資料５－３－①－30 

 学生会本部役員 

 

 

 

（出典 学生課資料） 
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 本校は低学年全寮制としており１・２学年次に学生は，学生寮規則と心得（資料５－３―①－31，32）

に基づき，学生寮での共同生活をする。寮内には寮生会が設けられ，学生寮会則（資料５－３－①－33）

に従い寮生会が組織されている（資料５－３―①－34）。寮の活動（資料５－３―①－35,36）を通じて，

学生の人間形成を助け，本校の教育方針の一つである全人教育を実行している。 

 

資料５－３―①－31 

 学生寮規則 

 

（出典 平成23年度学生便覧） 
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資料５－３―①－32 

寮生心得 

   

 

（出典 平成23年度学生便覧） 
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資料５－３―①－33 

学生会会則 

 

 

（出典 平成23年度学生便覧） 



沼津工業高等専門学校 基準５ 

286 

資料５－３―①－34 

学生会組織図 

 

 

（出典 平成23年度学生便覧） 
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資料５－３―①－35 

寮務主事報告 

 

 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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資料５－３―①－36 

寮務主事報告 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

幅広い教養と人間性の育成に配慮して，多くの一般科目を配置し，１～３学年には特別活動を実施し

ている。学生は特別活動、学級担任及び学生委員による学生指導、学校行事、クラブ活動，学生会活動

及び寮生会活動などの多角的な活動を通して多くのことを体験し，自ら行動し行事等の企画・立案・実

行を経験する機会を得ている。従って，本校は人間性を涵養するように教育課程が編成されており、さ

らに課外活動等をもって豊かな人間性の涵養が図られるよう配慮されている。 
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観点５－４－①： 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学生に周

知されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，進級認定，卒業認定が適切に実

施されているか。 

 

（観点に係る状況）  

 教育課程等に関する規則（資料５－４－①－１）と学業成績評価並びに進級・卒業認定等に関する規

則（資料５－４－①－２）が定められ，学生便覧に示され，成績評価基準，単位認定基準，進級・卒業

認定基準が策定され，周知されている。準学士課程の学生に対するアンケート（資料５－４－①－３）

の設問 10と設問 11の結果（資料５－４－①－４）より，およそ８割の学生が知っている。 

 

資料５－４－①－１ 

 教育課程等 
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資料５－４－①－１ 続き 

 

 
 

（出典 平成 23 年度学生便覧） 
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資料５－４－①－２ 

学業成績評価並びに進級・卒業認定等に関する規則 
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資料５－４－①－２続き 
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資料５－４－①－２続き 

 
（出典 平成 23 年度学生便覧） 
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資料５－４－①－３ 

本校の目的の周知度等のアンケート 

 

 
                （出典 平成 22 年度実施アンケート調査資料） 
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資料５－４－①－４ 

 

 準学士課程の学生の回答 

 
 

 

 

 
 

 
（出典 平成２２年度実施アンケート調査資料） 
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また，45 時間の学修をもって１単位とする学修単位の科目は，教育課程表の科目に＊印をつけて履修

単位科目と区別するとともに，１単位の履修時間は，授業時間以外の学修を合わせて 45時間であるこ

とを担当教員がシラバスを用いて学生に知らせている（資料５－４－①－５）。このことはアンケート

（前出資料５－４－①－３）の設問 12の集計結果（資料５－４－①－６）より，73.8％の学生が実際

に知っており，自学自習の課題の提出等で自学自習の実施状況を把握している。 

 

資料５－４－①－５ 

シラバス（熱力学） 
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資料５－４－①－５続き 

 

 
 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料５－４－①－６ 

 

準学士課程の学生の回答 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 
（出典 平成２２年度実施アンケート調査資料） 
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 定期試験を受けられなかった場合，追試験を行うことができ（資料５－４－①－７），また学年成績

不合格科目については再評価を受けることができる（資料５－４－①－８）ことを規定している。 

 

 

資料５－４－①－７ 

 受験上の心得と追試験 

 

 
（出典 平成 23 年度学生便覧） 
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資料５－４－①－８ 

学年成績不合格科目の再評価について 

 

 
（出典 平成 23 年度学生便覧） 
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試験の答案等はスキャナで読み込む等して各科目担当教員が保管し（訪問調査時，閲覧可），非常勤

講師の担当科目については，該当学科で保管している。成績入力システム Campus Assist（資料５－４

－①－９）を用いて科目担当教員が PC から入力した成績を教務係が取りまとめている。年度末に進級

判定会議と卒業判定会議が開催され（資料５－４－①－10，11），会議資料（資料５－４－①－12，13）

に記載した卒業・進級判定基準（資料５－４－①－14）を確認した後，それに照合して判定する。 

 

資料５－４－①－９ 

 成績入力システム 

 
（出典 本校学内限定ウェブサイト） 

 

 

資料５－４－①－10 

 進級判定会議の開催通知 

 
（出典 本校学内メール） 



沼津工業高等専門学校 基準５ 

302 

資料５－４－①－11 

 卒業判定会議の開催通知 

 

 
（出典 本校学内メール） 

 

 

資料５－４－①－12 

進級判定会議資料 

 

 
（出典 平成 22 年度進級判定会議資料） 

 

 

資料５－４－①－13 

卒業判定会議資料 

 

 
（出典 平成 22 年度卒業判定会議資料） 
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資料５－４－①－14 

卒業・進級判定基準 

 

 
（出典 平成 22 年度進級判定会議資料と卒業判定会議資料） 
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 （分析結果とその根拠理由）  

 成績評価・単位認定，進級・卒業認定が規則に規定され，学生便覧に示され，学生に周知されてい

る。各科目担当教員はシラバスに記載した評価方法と基準に基づいて成績評価し，成績入力システム

に評価点と出欠時数を入力する。その結果を基にして，進級・卒業判定会議において，進級・卒業判

定基準に照合して，進級・卒業認定を行っている。 

以上により，成績評価・単位認定や進級・卒業認定等に関する規則が組織として策定され，学生に

周知されている。また，これらの規則に従って，成績評価，単位認定，進級認定，卒業認定が適切に

実施されている。 
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＜専攻科課程＞ 

観点５－５－①： 教育の目的に照らして，準学士課程の教育との連携，及び準学士課程の教育か

らの発展等を考慮した教育課程となっているか。 

 

（観点に係る状況）  

 本校の専攻科課程は，準学士課程である４・５年次部分を基礎としてJABEE認定を受けた技術者教育

プログラム「総合システム工学」を構成している。機械・電気システム工学専攻は機械工学科と電気

電子工学科を，制御・情報システム工学専攻は電子制御工学科と制御情報工学科を，応用物質工学専

攻は物質工学科を基礎としており，準学士課程の学習・教育目標と専攻科課程の教育目標は強く関連

し（資料５－５－①－１～３），それぞれの教育の目的を達成するよう授業科目が設計されている（資

料５－５－①－４～８）。 

 

資料５－５－①－１ 

準学士課程における学習・教育目標 

 
（出典 平成 23 年度学生便覧） 
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資料５－５－①－２ 

専攻科課程における教育目標 

 

（出典 平成 23 年度学生便覧） 
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資料５－５－①－３ 

専攻科教育目標の実践指針 
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資料５－５－①－３の続き 

専攻科教育目標の実践指針 

 

（出典 平成 23 年度学生便覧） 
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資料５－５－①－４ 

各学科における学科・専攻科授業科目の関連図 

 

（出典 平成23年度学生便覧） 
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資料５－５－①－５ 

各学科における学科・専攻科授業科目の関連図 

 

（出典 平成 23 年度学生便覧） 
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資料５－５－①－６ 

各学科における学科・専攻科授業科目の関連図 

 

（出典 平成 23 年度学生便覧） 
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資料５－５－①－７ 

各学科における学科・専攻科授業科目の関連図 

 

（出典 平成 23 年度学生便覧） 
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資料５－５－①－８ 

各学科における学科・専攻科授業科目の関連図 

 

（出典 平成 23 年度学生便覧） 
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 履修に関連する規則や規程が定められており（資料５－５－①－９～11），教育の目的を達成するた

めに適切なものとなっている。また，専攻科課程のシラバスには，準学士課程の教育内容との関連性

が分かるよう先修科目を明記するようにしている（資料５－５－①－12,13）。 

 

資料５－５－①－９ 

授業科目の履修等に関する規則 
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資料５－５－①－９の続き 
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資料５－５－①－９の続き 
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資料５－５－①－９の続き 

 

 

（出典 平成 23 年度学生便覧） 
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資料５－５－①－10 

授業科目履修規程 
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資料５－５－①－10の続き 

 

 

 

（出典 平成 23 年度学生便覧） 
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資料５－５－①－11 

専攻科実習規則 
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資料５－５－①－11の続き 

 

 

 

（出典 平成 23 年度学生便覧） 
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資料５－５－①－12 

シラバス（英会話Ⅰ） 
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資料５－５－①－12の続き 

 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料５－５－①－13 

シラバス（有機材料設計） 
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資料５－５－①－13の続き 
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資料５－５－①－13の続き 

 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 準学士課程の学習・教育目標と専攻科課程の教育目標は強く関連しており，専攻科課程は，それぞ

れの基礎をなす準学士課程を基盤に設置されている。カリキュラムも十分な連携が図られ，シラバス

にも関連性が明記されている。従って教育の目的に照らして，準学士課程の教育との連携並びに発展

を考慮した教育課程となっている。 

 

 

観点５－５－②： 教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置され，教育課程が体系的に編成さ

れているか。また，授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成す

るために適切なものとなっているか。 

 

（観点に係る状況）  

 専攻科の教育目的は、「高等専門学校等の教育における成果と伝統を踏まえ，研究指導を通じた工学

に関する深い専門性を基に，創造的な知性と視野の広い豊かな人間性を備えた技術者を育成するとと

もに，産業社会との学術的な協力を基礎に教育研究を行い，もって地域社会の産業と文化の進展に寄

与すること」であり，その目的を実現するために，５つの教育目標を掲げている（前出資料５－５－

①－２）。 

専攻科課程の授業科目は，語学，人文・社会科学，基礎能力，機械工学系科目，電気電子工学系科

目，情報工学系科目，化学・生物工学系科目に分類される（資料５－５－②－１）。また，各科目は学

習・教育目標の各項目を充足するよう配慮され設計されている（資料５－５－②－２）。さらに，学生

が柔軟に履修計画を立てられるように，年次の別なく配当することとし（資料５－５－①－９，10），

午前中に座学を，午後に研究・実験・演習を配置している（資料５－５－②－３）。必修科目は，専攻

科研究，専攻科実験，専攻科演習，専攻科実習及び工学倫理とし，他の科目は選択科目としている。

なお，選択科目の履修については，授業科目履修規程に定める方法に則っている（資料５－５－①－

10）。 
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資料５－５－②－１ 

専攻科授業科目表 

 

（出典 平成23年度学生便覧） 
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資料５－５－②－２ 

学習・教育目標と授業科目の関連性 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 授業科目は，専攻科課程の教育目標に基づいて関連付けされ適切に配置されている。また，技術者

教育にとって特に重要とされる工学倫理を必修科目と定め，さらに前期と後期にそれぞれ開講するな

ど履修上の配慮がなされており，教育の目的を達成するために適切なものとなっていると判断する。 

資料５－５－②－３ 

専攻科授業科目表 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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観点５－５－③： 教育課程の編成又は授業科目の内容において，学生の多様なニーズ，学術の発展

の動向，社会からの要請等に配慮しているか。 

 

（観点に係る状況）  

教育課程の編成方針において，自分の専攻科研究に必要な科目を専門分野や学年に関係なく自由に

履修できるようにしている。これは，自動的に学生の多様なニーズに対応した教育課程になっている

（資料５－５－①－９）。さらに，学生の多様なニーズに対応するため，他大学等における修得単位認

定に関する規程を定め，大学や他の高等専門学校専攻科，外国の高等専門教育機関等における学修を

16単位まで修得単位として認定している。（資料５－５－③－１）。 

資料５－５－③－１ 

大学等における修得単位認定に関する規程 

 

沼津工業高等専門学校専攻科の大学等における修得単位認定に関する規程 

（平成 13 年１月 10 日制定） 

（趣旨） 

第 1 条 この規程は，沼津工業高等専門学校学則（以下「学則」という。）第１８条第２項に規定する大学等における学修に

よる単位の認定（以下「単位認定」という。）について必要な事項を定める。  

（単位認定の対象とする学修） 

第 1 条 単位認定の対象とすることのできる学修は，次の各号に掲げるとおりとする。  

1. 大学又は短期大学（専攻科を含む。）における学修  

2. 他の高等専門学校専攻科における学修  

3. 外国の高等教育機関における学修  

4. 外国の大学又は短期大学が行う通信教育による授業科目を我が国において履修する学修  

5. その他専攻科担当教員会議において教育上有益と認められた学修  

（事前届出） 

第 3 条 単位認定を受ける目的をもって前条の各号について学修しようとする学生は，事前に研究指導教員に届け出るも

のとする。  

2. 研究指導教員は，前項の届け出があったときは，学則第４５条の趣旨を踏まえ，その履修に関し適切な指導を行

うものとする。  

（申請手続） 

第 4 条 単位認定を受けようとする学生（以下「申請者」という。）は，原則として学期終了時に，別記様式第１号の大学等

において修得した単位に係る単位認定申請書に成績証明書その他必要書類を添えて，専攻科長を経て校長に申請する

ものとする。  

（審査および単位認定） 

第 6 条 校長は，前条の申請があったときは，専攻科担当教員会議に審査を付託するものとする。  

2. 専攻科担当教員会議は，必要に当たって，必要に応じ，申請者に対し試問を行い又は必要な資料の提出を求め

ることができる。  

3. 専攻科長は，審査結果を，別記様式第２号の大学等において修得した単位に係る単位認定審査報告書により校

長に報告するものとする。  

4. 校長は，前項の報告書に基づき，単位認定を行う。  

 

http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/sennkouka/kisokusouran/dtani_1.pdf
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/sennkouka/kisokusouran/dtani_2.pdf
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また，専攻科実験では，各受講生の専攻分野に関する実験に加えて，総合実験と呼ばれる他専攻学生

用のテーマが用意されている。各受講生は自分の専攻分野の実験以外に３つの実験テーマを実施し，

周辺分野の基礎的な実験技術を習得する（資料５－５－③－２～４）。

資料５－５－③－２ 

専攻科総合実験のテーマおよび全体スケジュール表 

 

（出典 総合実験資料） 

資料５－５－③－１の続き 

 

（申請者への通知） 

第 6 条 校長は，単位認定の結果を，別記様式第３号の大学等において修得した単位に係る単位認定通知書により申請者

に通知するものとする。  

（評語及び修了要件に係る取扱い） 

第 7 条 単位認定された授業科目の評語は，「合格」とする。  

2. 単位認定された授業科目は，修了要件として認定される選択科目であり，１６単位を超えないものとする。  

（補則） 

第 8 条 この規程に定めるもののほか，単位認定に関し必要な事項は，攻科担当教員会議が別に定める。  

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 

http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/sennkouka/kisokusouran/dtani_3.pdf
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資料５－５－③－３ 

専攻科総合実験の班構成 

 

（出典 総合実験資料） 
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資料５－５－③－４ 

専攻科総合実験のテキスト（機械分野） 

 

（出典 総合実験資料） 
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総合実験に加え，複合実験と呼ばれる１テーマ分の実験が用意されている。この実験は，計測・制御

技術の重要性について理解を深めると共に，他専攻の学生との共同作業を通してコミュニケーション

能力を向上させることを目的としたプロジェクト型体験学習として実践されている。PBL方式により，

互いに異なる専攻分野の専門知識を融合し，協力して自動計測・制御システムを開発することで，多

様なニーズや近年益々複雑化する社会からの要請に対応できる柔軟性を養っている（資料５－５－③

－５～７）。 

資料５－５－③－５ 

専攻科複合実験ガイダンス資料（抜粋） 

 
（出典 複合実験ガイダンス資料） 
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資料５－５－③－６ 

専攻科複合実験のスケジュール 

 

（出典 複合実験ガイダンス資料） 
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資料５－５－③－７ 

専攻科複合実験の班構成 

 

（出典 複合実験ガイダンス資料） 
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インターンシップについては全学習・教育目標に関連する１年次の必修科目と定め，専攻科実習と

して実施されており（資料５－５－③－８，９），実社会における技術者の業務を体験させ，コミュニ

ケーション能力を含め社会からの要請に柔軟に対応できる能力を養成している。 

資料５－５－③－８ 

専攻科実習規則 
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資料５－５－③－８の続き 

 

 

（出典 平成 23 年度学生便覧） 
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（分析結果とその根拠理由）  

専攻科研究に必要な科目を専門分野や学年に関係なく自由に履修できるよう教育課程を編成するこ

とにより，学生の多様なニーズに対応している。さらに，他大学における学修の単位認定に関する規

程を設けている。インターンシップは必修科目としている。また，専攻科実験では，専攻分野以外の

周辺分野に関連する３つの総合実験ならびにPBL方式を通して異なる専攻の学生と共同作業を通して

システム開発を行う複合実験が整備されており，学生の多様なニーズに対応した教育課程が編成され

ている。 

資料５－５－③－９ 

専攻科実習受け入れ企業一覧 

 

（出典 平成22年度学外実習学内資料） 
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観点５－６－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適切

であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされているか。 

 

（観点に係る状況）  

 開講科目144単位に対する講義，演習，実験・実習等の授業形態の割合については，必修科目と定め

ている演習，実験・実習（研究）が20単位で約14％，講義が124単位で約86％となっている（資料５－

６－①－１）。本校では，専攻科研究・専攻科実験・専攻科演習・専攻科実習ならびに工学倫理が必

修科目であり，他の科目はすべて制限選択科目もしくは選択科目として開講されている。さらに，す

べての選択科目は学生の専攻に対する履修制限はなく開講されている結果，講義科目の割合が高くな

っている。これらは，選択科目を中心とした教育課程を構成することで，受講生が各自の専門性を考

慮し最適な履修科目を選択できるよう配慮しているためである。修了要件を考慮した授業形態のバラ

ンスは，演習，実験・実習等が32％，講義が68％となり，適切なバランスとなっている。 

 

 

 

 

資料５－６－①－１ 

専攻科授業科目表 

 

（出典 平成23年度学生便覧） 
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 また，国際的な技術者として必須となる英語による双方向コミュニケーション能力の育成を重点に

英会話が開講されており，授業の後半では英語による研究活動のプレゼンテーションが実施されてい

る。受講生が各自の専攻科研究の内容についてパワーポイントに資料としてまとめ，約５分間のプレ

ゼンテーションに加え英語で質疑応答を行っている（資料５－６－①－２～４）。 

 

 

 

 

 

資料５－６－①－２ 

シラバス（英会話Ⅱ） 

 

（ 
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資料５－６－①－２の続き 

 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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 資料５－６－①－３ 

 

英会話Ⅱにおける発表資料（配布資料） 

 

（出典 授業配布資料） 
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資料５－６－①－４ 

 

英会話Ⅱにおける発表資料（パワーポイント） 

 

（出典 授業配布資料） 
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また，地理情報学においては，実際に地図を用いてフィールドワーク（巡検）を行い，三島駅周辺の

自然環境と都市内部構造についてフィールド型の授業を取り入れ体験的に学習している（資料５－６-

①－５，６）。 

資料５－６－①－５ 

シラバス（地理情報学） 

 

 



沼津工業高等専門学校 基準５ 

347 

資料５－６－①－５の続き 

 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料５－６－①－６ 

 

地理情報学における巡検の資料 
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資料５－６－①－６の続き 
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資料５－６－①－６の続き 

 

（出典 授業配布資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

教育の目的に照らして，授業形態を講義，演習，実習，実験（研究）に分類し，適切な割合で配置

して教育課程を構成している。また，英語による双方向コミュニケーション能力の育成や地域との関

りと関連付けて地理情報の読み取りについて学習するフィールドワークの実施など，学習指導法の工

夫もなされていると判断する。 
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観点５－６－②：教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，教育

方法や内容，達成目標と評価方法の明示等，内容が適切に整備され，活用されてい

るか。 

 

（観点に係る状況）  

  専攻科におけるシラバスの作成および開示については，専攻科担当教員規程（資料５－６－②－１）

に基づいて行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５－６－②－１ 

専攻科担当教員規程 

 

○沼津工業高等専門学校専攻科担当教員規程 

（平成 15.3.12 制定） 

最終改正 平成 19.3.14 

（趣旨） 

第１条 この規程は、沼津工業高等専門学校専攻科担当教員の資格、認定等に関し必要な事項について定めるものと

する。 

（担当教員の資格） 

第２条 専攻科担当教員の資格は、短期大学及び高等専門学校の専攻科の認定に関する規程（平成３年大学評価・学

位授与機構規程第４号）第 2 条第１項第 4 号に規定する資格を有し、教育研究上の能力があると認められる者とす

る。 

（担当教員の認定） 

第３条 専攻科担当教員の認定は、専攻科担当教員会議の審査に基づき校長が行う。 

２ 前項の審査は、別記様式の教員個人調書により行うものとする。 

３ 第１項の認定は、毎年度、実施するものとする。 

（研究指導教員） 

第４条 校長は、専攻科の学生に対する専攻科研究論文の作成等の指導並びに沼津工業高等専門学校学則第４６の４

に規定する教育目標を達成するために必要な支援及び指導を行うため、専攻科担当教員である教授又は准教授のう

ちから、当該学生ごとに研究指導教員を命ずる。 

２ 校長は、前項の研究指導教員を命ずるに当たっては、専攻科担当教員会議の意見を聴くものとする。  

（教育実施関係書類の提出） 

第５条 専攻科担当教員は、各学期の開始前の所定の期日までに別に定める教育実施計画関係書類を、各学期の終了

前の所定の期日までに別に定める教育実施報告関係書類を作成し、専攻科長に提出しなければならない。 

（細目） 

第６条 この規程に定めるもののほか、専攻科担当教員に関し必要な細目は、別に定める。 

附 則 

１ この規程は、平成１５年４月１日から施行する。 

２ この規程施行の際現に専攻科担当教官である者は、この規程により、認定されたものとみなす。 

３ この規程施行の際現に教授又は助教授である研究指導教官は、この規程により、命じられたものとみなす。 

  附 則 

 この規程は、平成１６年４月１４日から施行し、同年４月１日から適用する。 

   附 則 

 この規程は、平成１９年４月１日から施行する。 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 

 

http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/0129_senkouka-kyoukan_y.jpg
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シラバスの作成の詳細に関しては，「専攻科の教育実施に伴う作成書式の整備に関する細則」および「そ

の付録」（資料５－６－②－２，３）に規定され，Syllabus Id・Subject Id・Version・授業科目名・

担当教員・対象学年・単位数・必修／選択・開講時期・授業区分・授業形態・実施場所・授業の概要・

準備学習・学習・教育目標・授業目標・授業計画・課題・学習・教育目標の達成度検査・評価方法と

基準・教科書等・先修科目・関連サイトのURL・備考の各項目からなっており，カリキュラム中での位

置付けとしての学習・教育目標との関連性や準学士課程との連携を明記すると共に，各週の授業計画

が記載されている（資料５－６－②－４）。 

科目担当教員が作成したシラバスは，本校のウェブサイト上に公開され，受講生が閲覧し学習計画

上の資料として常に活用できるように運用されている。各学期の初回授業はガイダンス週と定め，担

当教員は学生に配布したシラバスに基づき，授業概要・授業目標・評価方法等についてのガイダンス

が実施されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５－６－②－２ 

専攻科の教育実施に伴う作成書式の整備に関する細則 

 

○沼津工業高等専門学校専攻科の教育実施に伴う作成書式の整備に関する細則 

（平成 15.3.12 制定） 

最終改正 平成 16.4.14 

（趣旨） 

第１条 この細則は、沼津工業高等専門学校専攻科の学生に対する教育を実施するに当たって、作成すべき書式に

関し必要な事項について定めるものとする。 

（授業実施関係書類の作成） 

第２条 専攻科担当教員は、各学期において開講する授業科目の授業の実施に当たって、当該授業科目の内容、実

施方法等を記載した別記様式第１号の授業計画書（以下「シラバス」という。）を当該学期開始前の所定の期日

までに作成し、専攻科長に提出しなければならない。 

２ 前項の授業を実施した場合は、当該実施状況、評価方法等を記載した別記様式第２号の授業完了報告書を当該

学期終了前の所定の期日までに作成し、専攻科長に提出しなければならない。 

（研究指導実施関係書類の作成） 

第３条 研究指導教員は、指導学生ごとに、研究目標、指導方針等を記載した別記様式第３号の研究指導計画書を

当該学期開始前の所定の期日までに作成し、専攻科長に提出しなければならない。 

２ 前項の研究指導を実施した場合は、研究の実施時間、達成状況等を記載した別記様式第４号の研究指導報告書

を当該学期終了前の所定の期日までに作成し、専攻科長に提出しなければならない。 

（公開・開示） 

第４条 次の各号に掲げる書類の公開又は開示は、同号の定めるところによる。 

 (1) 第２条第１項に規定するシラバス 本校が管理するホームページにおいて公開 

 (2) 前条に規定する研究指導計画書及び研究指導報告書 専攻科が管理するホームページにおいて開示 

 

（細目） 

第５条 この細則に定めるもののほか、専攻科の教育実施に伴う作成書式に関し必要な細目は、別に定める。 

附 則 

この細則は、平成１５年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この細則は、平成１６年４月１４日から施行し、同年４月１日から適用する。 
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資料５－６－②－２ 

 

様式第１号 授業計画書 

様式第２号 授業完了報告書 

様式第３号 研究指導計画書 

様式第４号 研究指導報告書 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 

資料５－６－②－３ 

「専攻科の教育実施に伴う作成書式の整備に関する細則」の付録 

付録 Ａ.  書式項目 

1 号書式(シラバス) 

2 号書式(授業完了報告書) 

付録 Ｂ.  書式項目 

3 号書式(研究指導計画書) 

4 号書式(研究報告書) 

「専攻科の教育実施に伴う作成書式の整備に関する細則」へ戻る。 

｢専攻科担当教員規程｣へ戻る。  

 

号書式(シラバス)の項目 

1. 科目名： 

Subject:  

2. 担当者名: 

Instructor：  

3. 対象学年：  

4. 単位数： 

Credits:  

5. 必修／選択:  

6. 開講時期 (前期/後期)  

7. 授業区分  

i. 工学専門区分(必修となる分野区分/学位分野)：  

ii. 基礎能力(数学、自然科学、情報技術)：  

iii. 基礎工学区分：   

iv. 社会科学等(人文・社会科学、語学)：  

8. 授業形態(講義、実験、演習等)： 

Mode：  

9. 実施場所： 

Room:  

10. 授業の概要(本教科の工学的、社会的、あるいは産業的意味): 

Object/Substance/etc.:  

11. 準備学習(この授業を受講するときに前提となる知識等): 

Requirements:  

12. 教育目標(◎/○の選択)：A , B , C , D 、E  

13. 授業目標: 

Aim:  

 

http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/senkouka/report.html#AppA1#AppA1
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/senkouka/report.html#AppA2#AppA2
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/senkouka/report.html#AppB1#AppB1
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/senkouka/report.html#AppB2#AppB2
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/senkouka/bunnsyo.html
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/senkouka/kyoukan.html#mid
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資料５－６－②－３の続き 

14. 授業計画 : メインテーマ,サブテーマ, 課題  

1. 第 1 回 

1st    

2. 第 2 回 

2nd    

3. 第 3 回 

3rd    

4. 第 4 回 

4th    

5. 第 5 回 

5th    

6. 第 6 回 

6th    

7. 第 7 回 

7th    

8. 第 8 回 

8th   

9. 第 9 回 

9th    

10. 第 10 回 

10th   

11. 第 11 回 

11th   

12. 第 12 回 

12th   

13. 第 13 回 

13th   

14. 第 14 回 

14th   

15. 第 15 回 

15th  

15. 課題: 

Home Work:  

16. 評価方法と基準(学習目標評価についても記述する．)： 

Evaluation of Performance:  

17. 教科書等: 

Required Text and Recommended References:  

18. 関連科目: 

Related Subject:  

19. 備考: 

Notes:  

20. 関連サイトの URL:   

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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資料５－６－②－４ 

シラバス（マルチメディア・ネットワーク） 
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資料５－６－②－４の続き 

 

 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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 平成22年度においてシラバスの活用状況を専攻科課程の学生にアンケート調査し（資料５－６－②

－５），結果を集計した（資料５－６－②－６，７）。多くの専攻科生が科目の選択，成績の評価方法

や基準等を知るためにシラバスを利用している。また，76%の学生が授業の予習に際してもシラバスを

利用しており，自己学習の資料としても有効に活用されている。

資料５－６－②－５ 

目的の周知度等調査アンケートの質問［専攻科課程学生用］ 

 

平成２３年２月 14 日                           副校長（教務主事） 

 

「本校の目的の周知度等」に関する調査アンケート質問用紙【専攻科生用】 

 

平成２３年度の機関別認証評価 自己評価書作成に必要なため回答へのご協力をよろしくお願いしま

す。マークシートに回答を記入し専攻科研究指導担当教員へ提出してください。 

------------------------------------------------------------------------------------------- 

以下の（設問１）～（設問１３）に対して、当てはまる回答の番号を選んで、マークシートに回答して

ください。 

 

Ⅰ．本校の目的の周知度に関する調査 

（設問１）本校の「教育理念」を知っていますか。 

（設問２）本校の「教育目的」と「専攻科の目的」を知っていますか。 

（設問３）本校の「教育方針」を知っていますか。 

（設問４）本校の「専攻科教育目標」を知っていますか。 

（設問５）本校の「養成すべき人材像」を知っていますか。 

＜回答＞１．全く知らない ２．見聞きしたことはある ３．ある程度の内容まで知っている  

４．よく内容を知っている 

 

Ⅱ．シラバスの活用状況に関する調査 

（設問６）科目の選択時などに授業内容を知るためにシラバスを利用していますか。 

（設問７）授業の予習に役立てるためにシラバスを利用していますか。 

（設問８）成績の評価方法や評価基準を知るためにシラバスを利用していますか。 

（設問９）上記の目的以外にシラバスを利用していますか。 

＜回答＞１．全く利用しない ２．たまに利用する ３．よく利用する 

 

Ⅲ．成績評価方法等の周知度に関する調査 

（設問１０）学業成績の評価の方法について知っていますか。 

（設問１１）専攻科の修了要件を知っていますか。 

＜回答＞１．全く知らない ２．ある程度知っている ３．よく知っている 

 

Ⅳ．学修単位科目の周知度に関する調査 

（設問１２）専攻科の授業科目は自学自修を含め 45 時間の学修で 1 単位とすることを知っていますか。 

＜回答＞１．全く知らない ２．ある程度知っている ３．よく知っている 

 

（設問１３）自学自修を実行していますか。 

＜回答＞１．実行していない ２．ある程度実行している ３．よく実行している 

 

以上、ご協力有難うございました。 

 

（出典 平成 22 年度実施アンケート調査資料） 
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資料５－６－②－６ 

シラバスの活用状況に関する調査アンケートの集計結果（専攻科生用） 

 

（出典 平成 22 年度実施アンケート調査資料） 



沼津工業高等専門学校 基準５ 

360 

資料５－６－②－７ 

シラバスの活用状況に関する調査の専攻科生の回答 

 

75.5%

24.5% 回答１　全く利用しない

回答２　たまに利用する

回答３　よく利用する

設問６　科目の選択時などに授業内容を知るためにシラバスを利用していますか。

23.6%

52.7%

23.6% 回答１　全く利用しない

回答２　たまに利用する

回答３　よく利用する

設問７　授業の予習に役立てるためにシラバスを利用していますか。

5.5%

69.1%

25.5%

回答１　全く利用しない

回答２　たまに利用する

回答３　よく利用する

設問８　成績の評価方法や評価基準を知るためにシラバスを利用していますか。

30.9%

54.5%

14.5%
回答１　全く利用しない

回答２　たまに利用する

回答３　よく利用する

設問９　上記の目的以外にシラバスを利用していますか。

 

（出典 平成 22 年度実施アンケート調査資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

シラバスの作成方法については細則に定め，授業の概要・形態・目標・計画，評価方法と基準，関

連科目などが明記されたシラバスがウェブ上で管理され，常に閲覧できる形で提供されている。また

調査アンケートの集計結果から，科目の選択，成績の評価方法や基準等を知るため，さらには授業の

予習に際しシラバスが適切に利用されている。 

以上により，学生が受講計画を立てる上で必要な情報がシラバスとして作成され，適切に活用され

ていると判断する。 
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観点５－６－③： 創造性を育む教育方法の工夫が図られているか。また，インターンシップの活用

が図られているか。 

（観点に係る状況）  

 専攻科実験の中では，異なる専攻分野の学生と共同作業でシステム開発を行う複合実験を行ってい

る（前出資料５－５－③－５～７）。また，専攻科実験ITM機械工学ではPBL方式により小型風洞の設計・

製作や材料強度学・信頼性工学に関する金属材料・脆性材料の硬さ試験などに関する実験を学生が企

画・立案し，実験の実施・結果分析を行っている（資料５－６－③－１，２）。これらの実験を通して，

工学的な解析・分析力，及びそれらを創造的に統合する能力の養成が図られている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５－６－③－１ 

シラバス（専攻科実験 ITM 機械工学） 
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資料５－６－③－１の続き 

 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料５－６－③－２ 

専攻科実験 ITM 機械工学の紹介ウェブページ 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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 さらに，必修科目として専攻科実習を設け，インターンシップを義務付けている（資料５－６－③

－３）。主に夏期休業中に実施されているが，産業の現場における就労体験を通して，学修した専門知

識の創造的な活用方法について主体的に体験する場として活用されている。昨年度は，JICAケニア事

務所におけるインターンシップやJODCを経由したフィリピンの日系企業でのインターンシップへそれ

ぞれ１名が参加したことに併せ，高専機構主催第３回「海外インターンシップ・プログラム」へも１

名が参加するなど，様々な機会を生かして積極的に海外経験を積んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５－６－③－３ 

シラバス（専攻科実習） 
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資料５－６－③－３の続き 
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（分析結果とその根拠理由）  

校内の学習環境以外に学外での就労体験を通した学修が活発である。これらのことから，学内外

を問わず創造性を育むための教育方法が工夫されており，また，インターンシップが実践的・創造

的な技術者としての素養を涵養する場として十分に活用されていると判断する。 

 

資料５－６－③－３の続き 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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観点５－７－①： 教育の目的に照らして，教養教育や研究指導が適切に行われているか。 

 

（観点に係る状況）  

専攻科課程では，語学教育として技術英語Ⅰ・Ⅱ，英会話Ⅰ・Ⅱ，英作文Ⅰ・Ⅱ，総合ドイツ語Ⅰ・

Ⅱ等を用意し４単位以上の選択を，人文・社会科学教育として歴史文化論，地球環境学，工学倫理，

エネルギと社会，地理情報学を用意し工学倫理を含めて６単位以上の選択を，学習保証時間として語

学，人文・社会科学で125時間以上を課している（資料５－７－①－１）。地球環境学では，静岡県立

大学環境科学研究所から複数の講師を招き，オムニバス形式で環境対応技術と環境と生体との関係に

ついて講義している。（資料５－７－①－２）。 

 資料５－７－①－１ 

専攻科授業科目表 

 
（出典 平成 23 年度学生便覧） 
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資料５－７－①－２ 

シラバス（地球環境学） 
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資料５－７－①－２の続き 

 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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 専攻科における研究指導においては，教授又は准教授から当該学生ごとに研究指導教員を命ずるこ

とを専攻科担当教員規程に明記し，専攻科研究論文の作成，教育目標を達成するために必要な支援及

び指導を行っている（資料５－７－①－３）。また，研究・学習活動報告会（１年次）（資料５－７－

①－４）および研究発表会（２年次）（資料５－７－①－５）が実施され，特に研究発表会では近い分

野の教員による主査・副査制をとっている。さらに，大学評価・学位授与機構で行われる学習成果発

表におけるレポート作成指導は複数教員体制により行われている。 

 

 
資料５－７－①－３ 

専攻科担当教員規程 

○沼津工業高等専門学校専攻科担当教員規程 

（平成 15.3.12 制定） 

最終改正 平成 19.3.14 

（趣旨） 

第１条 この規程は、沼津工業高等専門学校専攻科担当教員の資格、認定等に関し必要な事項について定めるも

のとする。 

（担当教員の資格） 

第２条 専攻科担当教員の資格は、短期大学及び高等専門学校の専攻科の認定に関する規程（平成３年大学評価・

学位授与機構規程第４号）第 2 条第１項第 4 号に規定する資格を有し、教育研究上の能力があると認められる

者とする。 

（担当教員の認定） 

第３条 専攻科担当教員の認定は、専攻科担当教員会議の審査に基づき校長が行う。 

２ 前項の審査は、別記様式の教員個人調書により行うものとする。 

３ 第１項の認定は、毎年度、実施するものとする。 

（研究指導教員） 

第４条 校長は、専攻科の学生に対する専攻科研究論文の作成等の指導並びに沼津工業高等専門学校学則第４６

の４に規定する教育目標を達成するために必要な支援及び指導を行うため、専攻科担当教員である教授又は准

教授のうちから、当該学生ごとに研究指導教員を命ずる。 

２ 校長は、前項の研究指導教員を命ずるに当たっては、専攻科担当教員会議の意見を聴くものとする。  

（教育実施関係書類の提出） 

第５条 専攻科担当教員は、各学期の開始前の所定の期日までに別に定める教育実施計画関係書類を、各学期の

終了前の所定の期日までに別に定める教育実施報告関係書類を作成し、専攻科長に提出しなければならない。 

（細目） 

第６条 この規程に定めるもののほか、専攻科担当教員に関し必要な細目は、別に定める。 

附 則 

１ この規程は、平成１５年４月１日から施行する。 

２ この規程施行の際現に専攻科担当教官である者は、この規程により、認定されたものとみなす。 

３ この規程施行の際現に教授又は助教授である研究指導教官は、この規程により、命じられたものとみなす。 

   附 則 

 この規程は、平成１６年４月１４日から施行し、同年４月１日から適用する。 

   附 則 

 この規程は、平成１９年４月１日から施行する。 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 

 

http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/0129_senkouka-kyoukan_y.jpg
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資料５－７－①－４ 

研究・学習活動報告会実施要綱 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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資料５－７－①－５ 

研究発表会実施要綱 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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静岡県東部テクノフォーラムin沼津高専（資料５－７－①－６）や富士山麓アカデミック＆サイエ

ンスフェア（資料５－７－①－７）に数多くの専攻科生が参加し，ポスターによる研究発表を行って

いる。実際に，企業の技術者や他大学の教員との質疑応答や情報交換を通じて，自らの研究テーマを

客観的に見つめ，その後の展望を検討するという意味でも非常に意義深い取り組みである。その他に

も，学術協会主催の研究発表会にも多くの専攻科生が参加しており，２年間の研究活動を通じて，複

数回の学会発表を行う学生が多く，日常の研究活動だけでなく成果発表にも積極的に臨んでおり，優

秀講演表彰を受ける学生も多い（資料５－７－①－８，９）。さらに，沼津高専研究報告への論文投稿

も多く，本科から継続的に取り組まれる研究活動を通して非常に高い水準の研究指導が行われている。 

 

 

 

資料５－７－①－６ 

静岡県東部テクノフォーラム in 沼津高専ポスター 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料５－７－①－７ 

富士山麓アカデミック＆サイエンスフェアポスター 

 

（出典 実行委員会ウェブサイトより引用） 
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（分析結果とその根拠理由）  

専攻科課程では，学習保証時間として語学，人文・社会科学で125時間以上を課している。また，オ

ムニバス形式で工学技術が環境や自然と調和を図ることの重要性が教授されている。 

一方，専攻科研究論文の作成，教育目標を達成するために必要な指導や学会活動への支援には，教

授又は准教授が指導教員として担当し，学内における研究発表や学位授与機構への学習成果発表など

の指導では，近い分野の教員による複数指導体制が整えられている。さらに，学外研究発表や論文投

稿数も多く，また数々の学術表彰を受けるなど，教育の目的を達成するために適切な教養教育と研究

指導が行われている。

資料５－７－①－８ 

学生の研究活動の実績 

 

 学外発表  

 ME DS CB 合計 

2008 32 40 12 84 

2009 13 33 19 65 

2010 35 34 17 86 

     

 論文投稿  

 ME DS CB 合計 

2008 2 4 1 7 

2009 7 9 8 24 

2010 5 12 3 20 

 

（出典 本校高専だより 94, 96, 98 号） 

資料５－７－①－９ 

学外研究発表における受賞（平成 22 年度） 

 

講演会名 受賞名 受賞者 

富士山麓アカデミック＆サイエンスフェア 2010 優秀賞（機械・電子制御・ロボット分野） ME1 鈴木貴弘 

富士山麓アカデミック＆サイエンスフェア 2010 優秀賞（機械・電子制御・ロボット分野） ME2 藤田將喜 

富士山麓アカデミック＆サイエンスフェア 2010 優秀賞（機械・電子制御・ロボット分野） DS1 伊井雅俊 

富士山麓アカデミック＆サイエンスフェア 2010 優秀賞（機械・電子制御・ロボット分野） DS1 早苗駿一 

富士山麓アカデミック＆サイエンスフェア 2010 優秀賞（医療・健康・食物分野） CB2 佐野輝臣 

富士山麓アカデミック＆サイエンスフェア 2010 優秀賞（バイオ・生物分野） CB1 河村慧 

日本高専学会第 16 回年会講演会 ポスターセッション優秀賞 DS1 長谷川輔 

第 88 期日本機械学会流体工学部門講演会 優秀講演表彰 DS1 早苗駿一 

日本機械学会東海学生会第 42 回卒業研究講演会 Best Presentation Award ME1 渡邉良介 

 

（出典 本校高専だより 98 号） 
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観点５－８－①： 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周知され

ているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定が適切に実施されているか。 

 

（観点に係る状況）  

 成績評価，単位認定規定，修了認定規定については，学則ならびに「専攻科の授業科目の履修等に

関する規則」及び「専攻科授業科目履修規程」（前出資料５－５－①－９，10），「総合システム工学修

了要件」（資料５－８－①－１）として定められており，専攻科生に対しては年度始めのオリエンテー

ションの際に，受講プランチェック表・単位表・学習保証時間表（資料５－８－①－２～４）を配布

し周知され，成績評価はシラバスに記載された評価方法と基準に則り実施されている。 

資料５－８－①－１ 

「総合システム工学」修了要件 

 

（出典 平成 23 年度学生便覧） 
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資料５－８－①－２ 

受講プランチェック表 

 
（出典 専攻科オリエンテーション配布資料） 
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資料５－８－①－３ 

受講プラン単位表 

 

（出典 専攻科オリエンテーション配布資料） 
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資料５－８－①－４ 

受講プラン学習保証時間表 

 

（出典 専攻科オリエンテーション配布資料） 
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成績評価方法等の周知度を専攻科課程の学生にアンケート調査し（資料５－８－①－５），結果を集

計した（資料５－８－①－６，７）。ほぼ全ての専攻科生が成績の評価方法，修了要件ならびに学修単

位について把握すると共に，自学自修を実践している。 

 

 
資料５－８－①－５ 

目的の周知度等調査アンケートの質問［専攻科課程学生用］ 

 

平成２３年２月 14 日                           副校長（教務主事） 

 

「本校の目的の周知度等」に関する調査アンケート質問用紙【専攻科生用】 

 

平成２３年度の機関別認証評価 自己評価書作成に必要なため回答へのご協力をよろしくお願いしま

す。マークシートに回答を記入し専攻科研究指導担当教員へ提出してください。 

------------------------------------------------------------------------------------------- 

以下の（設問１）～（設問１３）に対して、当てはまる回答の番号を選んで、マークシートに回答して

ください。 

 

Ⅰ．本校の目的の周知度に関する調査 

（設問１）本校の「教育理念」を知っていますか。 

（設問２）本校の「教育目的」と「専攻科の目的」を知っていますか。 

（設問３）本校の「教育方針」を知っていますか。 

（設問４）本校の「専攻科教育目標」を知っていますか。 

（設問５）本校の「養成すべき人材像」を知っていますか。 

＜回答＞１．全く知らない ２．見聞きしたことはある ３．ある程度の内容まで知っている  

４．よく内容を知っている 

 

Ⅱ．シラバスの活用状況に関する調査 

（設問６）科目の選択時などに授業内容を知るためにシラバスを利用していますか。 

（設問７）授業の予習に役立てるためにシラバスを利用していますか。 

（設問８）成績の評価方法や評価基準を知るためにシラバスを利用していますか。 

（設問９）上記の目的以外にシラバスを利用していますか。 

＜回答＞１．全く利用しない ２．たまに利用する ３．よく利用する 

 

Ⅲ．成績評価方法等の周知度に関する調査 

（設問１０）学業成績の評価の方法について知っていますか。 

（設問１１）専攻科の修了要件を知っていますか。 

＜回答＞１．全く知らない ２．ある程度知っている ３．よく知っている 

 

Ⅳ．学修単位科目の周知度に関する調査 

（設問１２）専攻科の授業科目は自学自修を含め 45 時間の学修で 1 単位とすることを知っていますか。 

＜回答＞１．全く知らない ２．ある程度知っている ３．よく知っている 

 

（設問１３）自学自修を実行していますか。 

＜回答＞１．実行していない ２．ある程度実行している ３．よく実行している 

 

以上、ご協力有難うございました。 

 

（出典 平成 22 年度実施アンケート調査資料） 
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資料５－８－①－６ 

成績評価方法等の周知度に関する調査アンケートの集計結果（専攻科生用） 

 

（出典 平成 22 年度実施アンケート調査資料） 
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資料５－８－①－７ 

成績評価方法等の周知度に関する調査の専攻科生の回答 

 

52.7%
45.5%

1.8%
全く知らない

ある程度知っている

よく知っている

設問１０　学業成績の評価の方法について知っていますか。

0.0%

41.8%

58.2%

全く知らない

ある程度知っている

よく知っている

設問１１　専攻科の修了要件を知っていますか。

21.8%

76.4%

5.5%

全く知らない

ある程度知っている

よく知っている

設問１２　専攻科の授業科目は自学自修を含め45時間の学修で1単位とすることを
知っていますか。

52.7% 45.5%

1.8% 実行していない

ある程度実行している

よく実行している

設問１３　自学自修を実行していますか。

 

（出典 平成 22 年度実施アンケート調査資料） 
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さらに，年度末に開催される専攻科授業担当教員が出席する総合システム工学プログラム会議におい

て単位認定および修了認定を行っている（資料５－８－①－８，９）。

資料５－８－①－８ 

総合システム工学プログラム会議の開催連絡 

 

                           平成２３年 ２ 月 １ 日 

 

総合システム工学プログラム担当教員 各位 

（専攻科担当教員を含む） 

 

                             総合システム工学 

                             プログラム委員長 

 

平成２２年度第４回総合システム工学プログラム会議の開催について 

 

 標記のことについて、下記のとおり開催しますので、必ずご参集願います。 

 なお、公務の都合により欠席される場合（勤務カレンダーにより勤務時外となる方を含む）は、

２月１４日（月）の午前中までに学生課教務係へご連絡願います。 

 

 

                記 

 

 開催日時 平成２３年２月１５日（火） １６時３０分から 

 

 開催場所 会議室（管理棟３階） 

 

 議題及び報告  1. 10 年度 学生現員について 

           2．専攻科単位取得認定 

           3．専攻科修了認定 

           4. 10 年度プログラム委員会報告 

          4－1．10 年度 研究活動功労賞候補推薦 

              4－2．予算・決算報告 

             4－3．その他 

           5．その他 

 

（出典 総務課 学内メール） 
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資料５－８－①－９ 

プログラム会議資料 

 

（出典 平成 22 年度総合システム工学プログラム会議資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 成績評価や単位認定規定および修了認定規定が組織として策定されており，学生便覧に示し学生に

周知されている。ほぼ全ての専攻科生が成績の評価方法，修了要件ならびに学修単位について把握す

ると共に，自学自修を実践している。また，各規定に則って成績評価や単位認定および修了認定が適

切に実施されている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

準学士課程では，科目系統図により５つの教育目標をバランスよく習得でき，教育目標が達成で

きるように授業内容を構成するとともにシラバスが作成され学生に活用されている。講義，演習，

実験および実習により得た知識をPBL型授業において総合的に活用できる学習指導が行われ，創造性

を育む教育が実施され，成果が得られている。企業技術者によるものづくりの実践的な授業を開講

し，共同教育が実施されている。 

専攻科課程では，工学倫理の開講方法やフィールドワークを取り入れた指導法など，多様なニー

ズに対応する教育課程が展開されている。また，総合実験や複合実験などPBL方式の実践的な実験

環境が充実している。インターンシップでは，JICAケニア事務所，JODCや高専機構のプログラム

などを生かして積極的に海外就労経験を積んでいる。学生による学会発表や論文投稿も多く，また

学術表彰を受けるなど高い水準の研究指導が行われている。 

 

（改善を要する点）  

  該当なし。 

 

（３）基準５の自己評価の概要 

準学士課程では教育目標に照らして，一般科目と専門科目を楔形配置し，前者により基礎学力と幅

広い教養を養い，また後者により工学技術の専門的知識とそれらを創造的に活用する能力を育成する

体系的な教育課程となっている。科目系統図により５つの教育目標をバランスよく習得でき，教育目

標が達成できるように授業内容を構成するとともにシラバスが作成され学生に示され活用されている。

講義，演習，実験および実習により得た知識をPBL型授業において総合的に活用できる学習指導が行わ

れ，創造性を育む教育が実施され，成果が得られている。企業技術者によるものづくりの実践的な授

業を開講し，共同教育が実施されている。インターンシップを推進し，社会から学ぶ機会と参加学生

数を増やすとともに，アンケート調査した結果を報告書にまとめ指導に役立てている。学級担任の指

導の下で特別活動，学校行事等を実施することにより，クラス運営を活発にするとともに，人間性の

涵養が図られている。学校行事，クラブ活動，寮生会，学生会の活動の過程で，学生が教職員と多く

触れ合い，豊かな人間性を育んでいる。 

成績評価・単位認定，進級・卒業判定規則が規定され，これらは学生便覧に明記され，科目担当教

員と学級担任の指導により学生に周知されている。教員会議において進級・卒業の判定が各基準に基

づき適切に行われている。 

専攻科課程は，学生の多様なニーズに対応し柔軟に履修計画を立てられるよう，授業科目は年次の

別なく配当され，午前中に座学を，午後に研究・実験・演習を配置している。特に，技術者に必要な

教養教育として工学倫理を必修科目と定め，前期と後期に各々開講するなど履修上の配慮が十分にな
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されている。さらに，英語による双方向コミュニケーション能力の育成やフィールドワークの実施な

ど，学習指導法の工夫もなされている。 

また，周辺分野の基礎的な実験技術を学修する総合実験や，他専攻の専攻科生と実施する PBL 方式

の複合実験も用意され，創造的・実践的問題解決能力の涵養を図っている。これらの科目は午後に配

置され，他専攻との調整が必要な実験を実施し易くしている。 

インターンシップは，学習した専門知識の創造的な活用方法について主体的に体験する場として活

用され，JICA ケニア事務所，JODC や高専機構のインターンシッププログラムなどを生かして積極的

に海外就労経験を積んでいる。 

専攻科研究では，学協会主催の研究発表への専攻科生の参加や論文投稿も多く，さらに学術表彰を

受けるなど，高い水準の研究指導が行われている。成績評価，単位認定・修了認定が規定され学生に

周知されている。また，プログラム教員会議において単位認定・修了認定が適切に実施されている。 
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